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　人口の動き

一！0月1日現在一

男5．8う1（o）

女5．99了（o）
計　ll．828（0）

世帯数2．586（一4）

（）内は前月との比較

（髪習口講媚昌）
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　学校の校庭で、体育祭特別出場の予行練習を終えた園児たち。帰りの列が横断歩道
にさしかかったところをカメラに収めてみました。（10月3日、上野保育園前の県
道で）

交通安全

囹
行
　
　
　
事

　
十
月

十
四
日
　
議
会
産
経
委
員
会

十
五
日
　
青
少
年
の
つ
ど
い
郡
市
大
会

　
十
日
町
市
民
体
育
舘
で
一
時
か
ら
。

十
六
日
消
防
幹
部
会

二
十
一
日
　
農
業
委
員
会

二
十
三
日
　
国
鉄
信
濃
川
発
電
開
始
、

　
同
千
手
発
雷
、
区
開
所
三
十
周
年
記
念
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九
月
十
九
日
に
招
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集
さ
れ
た
町
議
会
は

＊＊

　
　
　
　
　
　
改
選
後
初
の
定
例
会

＊＊＊

　
　
　
　
　
　
と
し
て
活
発
な
論
戦

＊＊

　
　
　
　
　
　
が
展
開
さ
れ
た
。
特

＊＊＊

　
　
　
　
　
　
に
新
人
五
人
を
含
む

＊＊

　
　
　
　
　
　
九
人
の
議
員
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
て
行
な
わ
れ
た
一
般

＊

　
　
　
　
　
　
質
問
は
、
別
面
掲
載

　緋＊
の
と
お
り
多
彩
を
き
わ
め
た
も
の
で

　

緋
あ
っ
た
。
基
盤
整
備
事
業
、
学
校
統

継
合
問
題
、
豪
雪
対
策
、
道
路
整
備
、

　

林
観
光
事
業
、
出
か
せ
ぎ
対
策
か
ら
十

　

＊
日
町
合
併
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ

　

継
の
問
題
点
や
乙
れ
に
取
り
組
む
町
の

　

＊
姿
勢
が
、
議
員
の
質
問
と
こ
れ
に
対

　

料
す
る
町
当
局
の
答
弁
と
い
う
形
で
町

　

＊
民
の
前
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。

　

料
　
十
月
七
日
か
ら
石
油
開
発
公
団
が

　

＊
地
下
資
源
調
査
を
開
始
し
た
。
そ
の

　

林
区
域
は
、
信
濃
川
を
は
さ
ん
で
国
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

＊
二
五
二
号
線
の
沿
線
で
あ
る
が
、
刀

　

林
西
は
小
根
岸
付
近
か
ら
松
葉
沢
の
入

　

＊
口
付
近
ま
で
の
約
ニ
キ
ロ
で
あ
る
。

　

料
調
査
の
方
法
は
、
地
中
で
火
薬
を
爆

紳
破
し
て
人
工
地
震
を
お
こ
し
、
そ
の

　

林
振
動
波
の
反
射
を
利
用
し
て
地
下
の

　

＊
地
質
状
態
を
調
べ
る
も
の
で
、
こ
れ

　

林
に
よ
っ
て
地
震
構
造
断
面
図
を
作
り

＊

　
式
典
、
十
一
時
か
ら
千
発
で
。

二
十
四
日
　
ニ
シ
キ
ゴ
イ
品
評
会

二
十
七
日
　
移
動
採
血
車
「
ゆ
う
あ
い

　
号
一
来
町
（
役
場
前
）

二
十
八
日
　
民
生
委
員
協
議
会

　
十
一
月

二
日
　
信
濃
川
発
電
工
事
完
成
記
念
祝

　
賀
会
、
十
一
時
か
ら
千
手
小
学
校
体

　
育
舘
で
。
九
時
半
か
ら
約
一
時
間
の

　
予
定
で
町
内
見
物
バ
ス
も
運
行
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

石
油
及
び
構
造
性
天
然
ヵ
ス
鉱
床
の
緋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
能
性
を
推
定
す
る
の
が
目
的
で
あ
料

る
と
い
う
。
隣
接
小
千
谷
市
の
孫
四
紳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郎
地
区
で
は
目
下
通
産
省
直
轄
で
石
林

油
井
を
掘
削
中
で
あ
る
が
、
こ
の
地
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

帯
は
魚
沼
層
と
い
う
地
層
で
、
か
な
林

り
有
望
だ
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
町
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
も
乙
の
調
査
に
は
労
務
者
グ
　
の
っ
継

せ
ん
そ
の
他
で
協
力
し
て
お
り
、
そ
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
　
　
料

　
秋
は
、
運
動
会
と
と
も
に
学
校
研
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

究
会
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
る
。
こ
と
淋

し
は
、
九
月
十
日
上
野
小
学
校
の
体
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

育
研
究
会
を
筆
頭
に
、
同
二
十
九
日
継

橘
小
理
科
教
育
研
究
会
、
十
月
三
日
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
田
小
少
人
数
学
級
研
究
会
と
つ
づ
料

き
、
最
後
に
十
月
八
～
九
日
の
両
日
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
手
小
学
校
で
学
校
保
健
研
究
大
会
料

が
開
か
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
会
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
担
当
す
る
主
催
者
、
発
表
者
の
苦
纏

心
の
ほ
ど
は
、
そ
の
り
っ
ぱ
な
資
料
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
拝
見
し
た
だ
け
で
も
推
察
さ
れ
る
料

申
で
も
昨
年
健
康
優
良
全
国
特
選
校
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
な
っ
た
千
手
小
の
場
合
は
、
県
教
淋

育
委
員
会
、
県
学
校
保
健
会
等
の
主
綜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

催
で
、
特
別
の
趣
向
を
凝
ら
し
、
こ
継

の
種
研
究
集
会
の
新
し
い
あ
り
方
を
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
み
出
す
契
機
と
な
る
乙
と
を
期
待
淋

さ
れ
た
盛
会
で
あ
っ
た
。
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議
会
（
九
月
）
定
例
会

九
氏
が
一
般
質
問
に
立
つ

般
会
計
な
ど
補
正
予
算
三
件
を
可
決

　
第
八
回
町
議
会
鴬
例
会
は
九
月
十
九
日
に
招
集
さ

れ
、
冒
頭
行
な
わ
れ
た
一
般
質
問
に
引
き
続
き
、
一

般
会
計
な
ど
三
件
の
補
正
予
算
を
議
了
し
た
ほ
か
、

農
道
新
設
関
係
の
請
願
三
件
を
い
ず
れ
も
産
業
経
済

委
員
会
に
付
託
し
て
閉
会
し
た
。
な
お
、
注
目
の
一

雪
害
対
策
費
に

　
　
　
五
七
七
万
円
を
追
加

　
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
の
あ
ら
ま

し
を
お
伝
え
す
る
前
に
、
こ
の
定
例
会

に
お
け
る
．
議
案
審
議
の
内
容
を
と
り
ま

と
め
て
み
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
昭
和
四
十
四
年
度
川
西
町
一

般
会
計
補
正
予
算
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

三
回
目
の
補
正
に
な
り
、
歳
入
歳
出
に

そ
れ
ぞ
れ
一
千
五
百
五
十
三
万
一
千
円

を
追
加
す
る
も
の
で
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
た
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算
規

模
は
三
億
五
千
八
百
三
十
五
万
四
千
円

と
な
っ
た
。

　
次
に
、
そ
の
補
正
の
お
も
な
内
容
を

あ
げ
て
み
る
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
金
額
の
多
い
順

か
ら
、
地
方
交
付
税
六
百
四
十
六
万
八

千
円
、
町
税
五
百
二
十
五
万
九
千
円
、

県
支
出
金
二
百
五
十
一
万
五
千
円
、
町

債
百
万
円
、
寄
付
金
十
四
万
九
千
円
、

分
担
金
及
ぴ
負
担
金
と
国
庫
支
出
金
が

各
七
万
円
、
以
上
で
、
い
ず
れ
も
補
正

増
で
あ
る
。

　
歳
出
で
は
、
大
口
だ
け
を
あ
げ
て
み

る
と
、
総
務
費
で
百
二
十
三
万
四
千
円

般
質
問
で
、
平
野
圭
二
、
数
藤
亘
、
須
藤
寛
蔵
、
中

村
金
作
、
長
谷
川
福
松
、
小
林
与
作
、
田
中
与
三
郎

水
品
正
一
郎
、
村
山
義
雄
（
以
上
発
言
順
）
の
九
氏

が
町
政
に
対
す
る
質
疑
を
展
開
し
、
町
長
、
教
育
長

お
よ
ぴ
丸
山
企
画
室
長
ら
が
答
弁
に
立
っ
た
。

を
補
正
減
し
た
ほ
か
は
、
衛
生
費
二
百

二
十
万
八
千
円
、
農
林
水
産
業
費
二
百

五
十
二
万
五
千
円
、
土
木
費
六
百
六
十

五
万
三
千
円
、
教
育
費
百
四
十
八
万
六

千
円
、
災
害
復
旧
費
三
百
四
万
二
千
円

を
各
補
正
増
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
歳
出
の
補
正
増
部
分
の
中
身
で

は
、
月
見
が
原
遊
園
造
成
に
五
十
万
円

千
手
簡
易
水
道
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

百
三
十
一
万
二
千
円
、
県
単
の
ト
ラ
ク

タ
ー
、
共
同
防
除
機
導
入
補
助
金
が
盛

ら
れ
て
い
る
農
業
振
興
費
の
百
四
十
七

万
一
千
円
、
県
営
か
ん
ぱ
い
事
業
調
査

費
約
五
十
万
円
、
消
雪
パ
イ
プ
関
係
や

ブ
ル
ド
：
ザ
i
借
上
料
な
ど
の
雪
害
対

策
費
五
百
七
十
七
万
円
、
学
校
の
各
種

研
究
会
費
五
十
万
円
等
が
目
を
ひ
く
も

の
で
あ
る
。

請
願
三
件
は

　
　
十
四
日
に
継
続
審
査

　
一
般
会
計
の
ほ
か
、
国
保
事
業
特
別

会
計
と
千
手
地
区
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
最
初
の

補
正
案
が
提
出
さ
れ
、
両
会
計
と
も
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　
国
保
事
業
会
計
の
方
は
三
百
三
十
八

万
八
千
円
を
追
加
し
て
、
予
算
規
模
は

八
千
五
百
九
十
五
万
三
千
円
に
な
っ
た

が
、
乙
れ
は
繰
越
金
の
関
係
で
、
歳
出

の
積
立
金
に
三
百
万
円
、
残
り
は
予
備

費
に
ま
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
水
道
会
計
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
を
追
加
し
た
も
の
で
、

同
じ
く
予
算
規
模
は
七
千
二
百
六
十
八

万
二
千
円
に
な
っ
た
も
の
。
補
正
の
理

由
は
、
い
ま
ま
で
一
般
会
計
の
総
務
費

に
盛
っ
て
い
た
職
員
の
給
料
等
を
組
み

人
れ
る
こ
と
に
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
請
願
関
係
は
、
　
「
小
白
倉
部
落
西
の

人
農
道
に
関
す
る
請
願
」
、
　
「
菅
沼
農

道
開
削
に
関
す
る
請
願
一
、
仁
田
上
の

原
に
通
じ
る
「
農
道
助
成
に
対
す
る
請

願
」
の
三
件
が
提
出
さ
れ
た
。

　
乙
の
三
件
と
も
、
付
託
さ
れ
た
産
経

委
員
会
で
継
続
審
査
と
な
る
が
、
そ
の

委
員
会
は
十
四
日
に
開
く
予
定
で
あ
る

ほ
場
整
備
の
後
に
く
る
も
の

余
剰
労
力
を
ど
う
す
る
か

　
一
般
質
問
の
も
よ
う
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

平
野
圭
二
氏
　
東
部
地
区
の
基

盤
整
備
は
、
町
総
合
開
発
計
画
の
中
枢

を
な
す
事
業
で
あ
り
、
す
ヂ
、
に
実
施
段

階
を
む
か
え
て
、
こ
の
事
業
に
対
す
る

町
長
の
か
た
い
決
意
と
す
ぐ
れ
た
指
導

力
に
期
待
す
る
。
つ
い
て
は
、
町
長
は

①
町
内
に
限
ら
ず
、
町
外
か
ら
も
経
験

者
、
有
識
者
を
求
め
て
事
業
を
推
進
す

る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
＾
②
河
川
改

修
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
か
た
や
農
林

省
、
他
方
は
建
設
省
と
い
う
よ
う
に
そ

の
所
管
が
異
な
る
の
で
、
こ
れ
裕
．
実
施

す
る
際
の
各
種
問
題
解
決
に
は
高
度
の

政
治
折
衝
が
望
ま
れ
て
く
る
が
、
そ
の

具
体
案
を
作
成
す
る
必
要
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
企
画
室
長
か
産
業
課
長
の
答

弁
を
求
め
る
が
、
事
業
完
成
後
の
あ
り

方
、
第
二
次
構
造
改
善
と
い
う
も
の
が

青
壮
年
層
の
関
心
事
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
余
剰
労
力
、
経
営
の
合
理
化
、
負

債
返
済
に
見
合
う
収
益
の
増
加
な
ど
の

点
に
つ
い
て
、
総
合
計
画
の
甲
で
、
で

き
る
だ
け
具
体
的
に
町
民
に
明
示
す
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

河
川
改
修
と
の

関
連

根
津
町
長
　
農
政
の
転
換
を

せ
ま
ら
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
が
、
ま

す
ま
す
深
刻
化
す
る
農
業
労
働
者
の
減

小
傾
向
や
所
得
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
た

め
に
、
基
盤
整
備
に
よ
ろ
、
ほ
場
の
近

代
化
は
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
大
事
業
を
や
り
と
げ
る

に
は
、
人
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
当
然
の
こ
と
で
、
昨
年
来
、
議
会
や

協
議
会
に
お
は
か
り
し
た
り
、
県
と
も

話
し
合
っ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
町
外
か
ら
と
い
う
と
、
い

ち
お
う
技
術
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
が

県
に
も
担
当
の
技
術
者
は
多
く
そ
の
う

え
、
町
で
は
各
関
係
者
が
熱
心
に
取
り

組
ん
で
く
だ
さ
る
の
で
、
無
理
に
入
れ

る
必
要
は
な
い
状
況
に
あ
り
、
い
ま
の

と
こ
ろ
そ
の
考
え
は
な
い
。

　
河
川
改
修
と
の
関
係
は
、
両
者
が
同

時
に
行
な
わ
れ
る
乙
と
が
望
ま
し
く
、

そ
の
た
め
の
調
整
が
必
要
な
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
建
設
、
農
林
両
省
の

調
節
を
図
る
た
め
、
企
画
庁
が
調
節
費

を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

そ
、
れ
ら
を
獲
得
し
て
事
業
を
す
す
め
る

の
が
得
策
で
あ
ろ
う
と
思
う
し
、
い
ま

か
ら
研
究
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

丸
山
企
画
室
長
　
十
七
億
三
千

六
百
万
円
を
要
す
県
営
か
ん
排
・
ほ
場

整
備
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
や
は
り
労

働
力
不
足
の
問
題
で
あ
り
、
乙
の
事
業

に
よ
っ
て
余
剰
労
力
を
生
み
だ
す
乙
と

が
で
き
れ
ぱ
、
そ
れ
が
す
で
に
最
大
の

効
果
で
さ
え
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ご
質
圏
の
点
に
つ
い
て
は
総
合
開
発

計
画
の
唄
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ほ
場
整
備
後
、
第
コ
次
構
造
改
善
を

行
な
っ
て
大
規
模
化
、
・
．
　
　
　
　
の

葉
た
ば
こ
、
ト
マ
ト
、
場
合
に
よ
っ
て

ホ
ッ
プ
の
導
入
等
、
畑
作
の
い
っ
そ
う

の
振
興
、
畜
産
に
お
け
る
多
頭
化
、
共

同
化
、
あ
る
い
は
委
任
放
牧
の
問
題
、

す
で
に
仙
田
で
越
冬
用
深
井
戸
の
掘
削

に
着
手
し
た
よ
う
に
ニ
シ
キ
ゴ
イ
の
振

興
の
ほ
か
、
農
業
以
外
で
は
、
有
利
な

内
職
と
し
て
の
出
ぱ
た
、
カ
ス
リ
の
重

視
、
織
物
産
業
の
振
興
、
と
か
誘
置
に
も

真
剣
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
観
光
面
に
お
け
る
ス
キ
ー
場
の
開
設

も
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

《らし劃

㊧　
　
く
熟
し
た
カ

　
　
キ
が
目
だ
つ

よ
う
に
な
り
、
秋

も
深
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
山
の
初
雪

の
た
よ
り
さ
え
聞

く
と
、
は
だ
寒
さ
を
感
じ
ま
す
。

④
麓
ポ
綴
訣
蒲
勝

い
が
見
て
取
ら
れ
ま
す
。
毎
日
が

多
忙
な
町
民
の
み
な
さ
ん
も
、
か

ぜ
に
か
か
っ
た
ら
無
理
を
せ
ず
、

一
日
く
ら
い
は
ゆ
っ
く
り
休
養
し

て
く
だ
さ
い
。
　
「
万
病
の
も
と
」

と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
か
ぜ

の
よ
う
な
症
状
か
ら
始
ま
る
重
い

病
気
だ
っ
て
多
い
の
で
す
。
用
心

に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
勲
霧
懲
μ
襖
趨
誰

る
い
は
タ
ラ
を
主
役
に
し
た
な
べ

物
は
、
お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま

で
大
歓
迎
の
こ
と
う
け
あ
い
で
す

い
ず
れ
も
、
と
｝
つ
ふ
、
ね
ぎ
、
キ

ノ
コ
、
白
菜
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
な
ど

と
取
り
合
わ
せ
、
だ
し
汁
、
し
よ

う
ゆ
、
さ
と
う
、
酒
少
々
で
味
を

つ
け
た
「
割
り
し
た
」
で
煮
な
が

ら
食
べ
れ
ぱ
、
栄
養
ち
畳
富
、
か

ら
だ
も
暖
ま
り
ま
す
。

＠
難
御
紫
雛
ザ
欝
魏

し
文
明
に
な
る
乙
と
。
ひ
ら
け
る

こ
と
。
叉
明
開
化
。
：
・
・
一
と
あ

り
ま
し
た
。
十
一
月
三
日
は
そ
の

又
化
の
口
で
す
。
乙
と
ぱ
を
実
際

に
照
ら
し
て
理
解
し
、
受
け
止
め

て
ゆ
く
の
は
な
か
な
か
む
ず
か
し

い
乙
と
で
す
。
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出
か
せ
ぎ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
合
理

化
を
図
る
と
い
う
立
場
で
考
え
て
い
く

が
、
専
業
農
家
の
育
成
と
な
ら
ん
で
兼

業
化
の
問
題
も
重
要
で
あ
り
、
道
路
整

備
に
よ
っ
て
通
勤
圏
の
拡
大
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
計
画
の
中
で
は
、
現
在
反
当
百
五
十

時
間
程
度
の
水
田
耕
作
労
力
を
、
完
成

後
は
五
十
時
間
ほ
ど
に
も
っ
て
ゆ
き
た

い
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
浮
い
て

く
る
約
十
三
人
分
の
手
間
と
い
う
も
の

を
有
効
に
活
用
す
れ
ぱ
、
農
家
が
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
の
賦
課
金

や
償
還
金
の
返
済
可
能
な
計
算
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
初
め
て
作
ら
れ
た
総

合
開
発
計
画
、
そ
の
中
心
と
な
る
基
盤

整
備
事
業
は
、
そ
の
後
に
来
る
第
二
次

構
造
改
善
を
も
想
定
し
て
、
よ
り
よ
く

推
進
し
て
ゆ
く
努
力
が
必
要
と
な
る
。

酷
騨
研
究
を
し
て
ゆ
く
段
階

　
　
　
　
学
校
統
合
は
時
期
を
再
検
討

数
藤
　
亘
氏
　
十
日
町
市
と
の

合
併
に
つ
い
て
、
数
年
前
は
合
併
促
進

の
気
運
が
見
え
た
が
、
い
ま
は
ま
っ
た

く
そ
の
動
き
が
な
い
。
こ
ん
ご
、
広
域

行
政
や
労
働
力
の
吸
収
と
い
っ
た
問
題

か
ら
十
日
町
と
の
関
係
は
い
っ
そ
う
密

接
と
な
る
が
、
合
併
と
い
う
問
題
は
、

当
然
、
町
民
の
意
思
に
よ
る
と
し
て
も

消
極
的
態
度
で
い
た
の
で
は
気
運
は
遠

の
く
ば
か
り
で
あ
る
。

　
町
長
と
し
て
は
、
合
併
促
進
の
意
思

が
あ
る
か
ど
う
か
、
あ
る
と
し
た
ら
ど

の
よ
う
な
方
法
で
取
り
組
む
か
、
な
い

と
し
た
ら
そ
の
理
由
は
な
に
か
。

　
再
合
併
で
あ
る
と

　
　
　
い
う
問
題
点

根
津
町
長
合
併
問
題
の
経

過
に
つ
い
て
は
、
合
併
特
例
法
の
要
請

に
基
づ
い
て
、
県
が
合
併
促
進
を
働
き

か
け
た
い
く
つ
か
の
中
に
当
町
と
十
日

町
市
の
合
併
が
あ
っ
た
。
四
十
年
五
月

二
十
五
日
に
双
方
の
代
表
が
県
庁
に
招

か
れ
て
話
し
合
っ
て
い
る
が
、
当
時
の

報
道
に
よ
る
と
、
　
「
気
持
の
上
で
は
近

い
将
来
の
合
併
を
覚
悟
し
て
い
る
と
い

う
よ
う
な
空
気
が
両
方
に
み
ら
れ
た
」

と
い
う
乙
と
で
あ
り
、
県
の
提
案
に
よ

り
、
双
方
か
、
あ
る
い
は
単
独
で
合
併

の
研
究
会
的
な
も
の
を
作
っ
て
、
前
向

き
の
形
で
検
討
し
合
う
乙
と
で
折
り
あ

っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
県
が
十
日
町
ま

で
出
向
い
て
、
両
市
町
の
主
脳
と
協
議

し
た
が
あ
ま
り
進
展
せ
ず
、
以
来
、
糸

口
が
き
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
わ
た
く
し
は
、
そ
の
後
の
町
民
の
は

っ
き
り
し
た
意
思
表
示
を
聞
い
て
い
な

い
が
、
町
議
選
で
多
数
の
町
民
の
要
望

が
う
か
が
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
聞
い

て
い
る
。
し
か
し
、
合
併
促
進
法
に
よ

っ
て
合
併
し
た
市
町
村
が
、
再
合
併
す

る
と
い
う
の
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い

こ
と
で
あ
り
、
全
体
の
意
見
の
調
整
を

図
っ
て
、
ま
ず
町
を
し
っ
か
り
か
た
め

て
か
ら
ふ
み
き
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
合
併
を
す
る
な
ら
、
地
理
的
、
経
済

的
に
も
、
交
通
通
信
の
面
か
ら
も
十
日

町
と
の
合
併
が
常
道
で
あ
る
と
思
う
し

将
来
の
問
題
と
し
て
は
、
県
構
想
と
し

て
の
本
郡
市
、
松
代
、
松
之
山
の
広
域

　　　　　夢
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生
活
圏
が
そ
の
ま
ま
合
併
す
れ
ば
、
十

万
都
市
の
実
現
と
い
う
期
待
も
あ
る
。

　
住
民
の
気
運
が
向
い
て
き
た
と
す
る

な
ら
ば
、
単
独
で
も
研
究
機
関
を
作
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

数
藤
　
亘
氏
　
当
方
の
意
思
で

早
期
合
併
と
い
う
方
向
で
な
く
、
な
る

べ
く
県
の
方
針
に
添
っ
た
ゆ
き
方
を
と

る
と
い
う
よ
う
に
理
解
し
て
よ
い
か
。

根
津
町
長
　
ま
だ
、
研
究
を

し
な
け
れ
ば
そ
う
い
っ
た
結
論
は
だ
さ

れ
な
い
。
十
万
都
市
を
郷
土
の
夢
と
し

て
、
そ
の
実
現
を
期
待
し
て
い
る
。

学
校
統
合
は

　
　
　
町
の
急
務

須
藤
寛
蔵
氏
　
学
校
統
合
に
つ

い
て
、
明
年
四
月
を
も
っ
て
橘
甲
は
実

質
的
に
、
仙
田
中
は
名
目
的
に
川
西
中

に
統
合
す
る
と
い
う
教
委

案
だ
と
、
時
期
や
方
法
に

い
さ
さ
か
無
理
が
あ
る
。

　
橘
中
の
場
合
、
道
路
整

備
が
先
決
で
、
現
状
の
ま

ま
統
合
し
た
の
で
は
、
交

通
禍
や
悪
条
件
下
の
通
学

に
よ
る
学
力
低
下
が
懸
念

さ
れ
、
仙
田
中
に
つ
い
て

は
、
名
目
統
合
に
よ
っ
て

校
長
不
在
の
分
校
教
育
を

す
る
よ
り
、
施
設
等
の
面

で
、
生
徒
が
実
際
に
川
西

中
で
学
ぶ
乙
と
の
で
き
る

日
ま
で
、
仙
田
甲
を
存
続

さ
せ
る
の
が
望
ま
し
い
で

は
な
い
か
。

根
津
町
長

　
時
期
的
に
も
、
教
委
が

関
係
地
区
と
話
し
合
っ
て

き
た
結
果
を
も
と
に
、
議

会
、
教
委
の
合
同
会
議
で

明
年
に
統
合
で
き
る
か
ど
う
か
具
体
的

な
検
討
を
す
べ
き
段
階
と
考
え
る
。

杉
本
教
育
長
　
教
委
で
橘
、
仙

田
、
白
倉
を
順
次
回
っ
て
地
元
と
懇
談

し
た
際
に
も
、
異
口
同
晋
に
出
た
の
が

ご
指
摘
の
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
数

回
に
わ
た
り
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
反
省

を
し
て
い
る
が
、
い
ま
の
と
乙
ろ
、
明

年
四
月
一
日
統
合
の
線
を
白
紙
に
か
え

し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
再
検
討
の
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
い
ま
の
町
の
学
校
事
情
か
ら
み
て
一

日
で
も
早
く
統
合
を
進
め
な
い
と
、
変

化
の
激
し
い
社
会
に
対
応
し
て
、
真
に

子
ど
も
た
ち
の
し
あ
わ
せ
と
な
る
教
育

は
で
き
な
い
。
道
路
整
備
を
は
じ
め
と

し
て
、
学
校
統
合
を
実
現
す
る
た
め
の

課
題
解
決
に
つ
い
て
、
強
い
関
心
と
全

町
一
致
し
た
協
力
が
望
ま
し
い
。

観
光
協
会
の

　
充
実
が
必
要

中
村
金
作
氏
　
町
民
が
、
年
に

レ
ジ
ャ
ー
の
た
め
町
外
に
お
と
す
金
額

は
多
大
で
あ
る
と
考
え
る
。
町
で
観
光

事
業
を
振
興
し
、
そ
の
一
部
で
も
食
い

止
め
る
乙
と
が
で
き
れ
ば
意
義
は
大
き

い
。
温
泉
も
な
く
、
特
産
等
も
わ
び
し

い
が
、
そ
れ
も
研
究
い
か
ん
で
あ
り
、

景
観
に
は
恵
ま
れ
て
い
る
。

　
七
月
に
観
光
協
会
が
発
足
し
た
乙
と

で
あ
り
、
観
光
面
で
、
近
い
将
来
実
行

可
能
な
振
興
策
は
な
い
か
。
ま
た
、
節

黒
城
付
近
等
に
、
わ
か
し
湯
や
飲
食
店

経
営
な
ど
で
投
資
家
が
で
た
場
合
、
便

宜
を
図
っ
て
や
る
用
意
は
な
い
か
。

根
津
町
長
　
地
理
的
に
は
わ

り
あ
い
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
う
。
風

景
に
す
ぐ
れ
、
山
野
の
味
覚
が
あ
り
、

城
跡
や
寺
社
、
遊
園
の
ほ
か
、
水
バ
シ

ョ
ウ
、
ニ
シ
キ
ゴ
イ
等
、
観
光
資
源
は

多
い
の
で
、
乙
れ
を
ど
の
よ
う
に
開
発

す
る
か
が
カ
ギ
で
あ
る
。
た
だ
、
豊
か

な
自
然
が
生
命
な
の
で
、
そ
の
保
護
と

開
発
の
調
和
を
求
め
て
、
資
源
間
相
互

の
結
び
つ
き
を
強
め
る
よ
う
な
ル
ー
ト

を
作
る
乙
と
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
る

　
現
状
で
は
、
県
観
光
課
の
助
成
、
指

導
の
範
囲
内
で
や
っ
て
ゆ
く
考
え
で
、

当
面
、
ス
キ
：
場
や
キ
ャ
ン
プ
地
と
し

て
の
開
発
を
図
り
、
逐
次
、
観
光
を
目

途
と
し
た
多
様
化
を
進
め
て
ゆ
き
た
い

　
設
立
し
た
ば
か
り
の
観
光
協
会
は
、

手
始
め
に
観
光
案
内
書
を
作
る
。
投
資

希
望
う
ん
ぬ
ん
に
つ
い
て
は
、
相
談
に

乗
る
意
思
が
あ
る
。

中
村
金
作
氏
　
観
光
協
会
の
強

化
に
つ
い
て
特
に
考
え
は
な
い
か
。

　
根
津
町
長
　
会
員
の
増
加
を

図
る
こ
と
に
協
力
し
、
町
ぐ
る
み
の
観

光
推
進
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。

強
化
し
て
ゆ
く

　
出
か
せ
ぎ
対
策

長
谷
川
福
松
氏
　
出
か
せ
ぎ
が

不
必
要
に
な
る
の
が
望
ま
し
い
け
れ
ど

も
、
そ
の
不
可
能
な
現
在
、
出
か
せ
ぎ

者
の
保
護
や
組
合
を
作
る
乙
と
に
努
力

し
て
ほ
し
い
。
現
状
は
ど
う
か
。
ま
た

松
代
町
同
様
、
年
末
年
始
に
バ
ス
で
帰

省
の
便
を
図
る
よ
う
な
考
え
は
な
い
か

根
津
町
長
　
出
か
せ
ぎ
者
の

保
護
に
は
意
を
配
っ
て
ゆ
く
。
役
場
内

に
相
談
所
を
開
設
し
て
相
談
に
乗
っ
て

い
る
が
、
縁
故
に
よ
る
か
た
が
多
く
思

う
に
ま
か
せ
な
い
点
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
最
も
安
全
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら

グ
ル
ー
プ
出
か
せ
ぎ
の
形
態
を
呼
び
か

け
て
い
る
し
、
就
労
条
件
の
向
上
等
も

留
意
し
て
い
る
。
文
集
な
ど
に
よ
り
連

絡
を
絶
や
す
乙
と
の
な
い
よ
う
、
ま
た

出
か
せ
ぎ
先
で
の
移
動
青
年
学
級
等
も

継
続
、
強
化
す
る
考
え
で
あ
る
。

　
組
合
を
作
る
件
は
、
町
と
し
て
も
よ

く
研
究
し
、
当
事
者
の
気
運
を
み
て
考

え
て
ゆ
く
。
松
代
で
町
が
あ
っ
せ
ん
し

て
い
る
よ
う
な
帰
省
バ
ス
の
件
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
自
由
が
き
か
な
い
等
の
理
由

で
見
合
わ
せ
て
い
た
が
、
希
望
が
あ
り

条
件
が
か
な
え
ば
あ
っ
せ
ん
で
き
る
。

豪
雪
地
救
済
と

　
　
　
無
雪
道
路
の
問
題

小
林
与
作
氏
　
当
地
の
宿
命
的

豪
雪
は
、
交
通
を
は
じ
め
、
生
活
全
般

に
わ
た
っ
て
住
民
に
多
く
の
損
失
を
与

え
、
町
発
展
を
阻
害
す
る
重
要
な
要
素

で
あ
る
。
現
存
の
積
寒
法
に
数
倍
す
る

ほ
ど
の
救
済
法
が
必
要
と
思
う
が
、
豪
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雪
地
の
首
長
間
の
、
そ
の
よ
う
な
立
法

化
の
動
き
の
有
無
と
、
『
町
長
自
身
の
取

り
組
み
方
、
姿
勢
は
ど
う
か
。

　
次
に
、
昨
年
の
無
雪
道
路
対
策
は
前

年
よ
り
退
歩
の
感
が
あ
っ
た
が
、
乙
と

し
は
、
乙
れ
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
ま
た
、
土
木
課
長
に
は
、
本
年
度
の

無
雪
道
路
区
間
の
構
想
を
う
か
が
う
。

法
律
の
活
用
と

除
雪
協
議
会
の
協
力

根
津
町
長
　
現
存
の
法
律
を

生
か
し
き
っ
て
い
な
い
点
が
強
く
指
摘

さ
れ
て
い
る
の
で
、
い
ま
生
き
て
い
る

法
律
を
活
用
し
て
、
予
篁
を
た
く
さ
ん

取
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
段
階
で
あ

り
、
市
町
村
長
間
で
、
他
に
立
法
化
と

い
う
話
し
合
い
の
事
態
は
な
い
。
交
付

税
の
増
高
、
積
寒
道
路
の
指
定
拡
大
、

国
の
負
担
率
増
加
、
公
共
施
設
の
除
雪

費
補
助
等
、
お
り
に
ふ
れ
、
時
に
応
じ

て
運
動
し
、
過
疎
地
帯
対
策
特
別
措
置

法
や
県
単
の
振
興
策
に
も
望
み
を
か
け

て
、
現
在
の
法
律
の
甲
で
、
豪
雪
を
も

っ
と
強
く
見
て
も
ら
う
よ
う
努
め
る
。

、
無
雪
道
路
問
題
は
、
年
ご
と
に
住
民

の
受
け
止
め
方
も
加
味
し
て
対
策
が
進

む
よ
う
働
き
か
け
る
。
機
械
の
借
り
上

げ
が
ポ
ィ
ン
ト
な
の
で
、
一
台
で
も
多

く
、
し
か
も
有
効
に
便
う
べ
く
、
資
料

を
整
え
て
除
雪
会
議
等
で
要
望
す
る
。

、
星
名
土
木
課
長
　
栄
橋
か
ら
上

野
を
経
て
浅
河
原
ま
で
を
第
一
重
点
、

次
が
上
野
・
原
田
間
と
上
野
・
甲
仙
田

間
、
そ
れ
以
外
が
第
三
の
段
階
に
な
る

　
平
常
は
第
一
班
を
栄
橋
・
浅
河
原
間

二
班
を
上
野
・
原
田
間
、
三
班
を
上
野

中
仙
田
間
に
む
げ
る
が
、
異
常
の
際
は

二
、
三
班
は
一
班
の
応
援
を
し
、
上
野

か
ら
原
田
・
甲
仙
田
間
は
圧
雪
機
か
雪

上
車
の
運
行
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
な
る

　
同
時
に
機
械
力
だ
け
で
は
限
度
が
あ

る
の
で
、
千
手
地
区
の
最
も
困
難
区
間

三
百
メ
ー
ト
ル
に
消
雪
ペ
イ
プ
を
布
設

し
」
そ
の
他
、
体
制
整
備
の
必
要
か
ら

除
雪
協
議
会
を
組
織
し
て
協
力
ね
が
う

　
乙
と
し
舗
装
さ
れ
た
中
仙
田
か
ら
童

子
島
間
は
、
排
雪
に
つ
い
て
地
元
の
協

力
が
得
ら
れ
る
な
ら
、
無
雪
道
路
計
画

の
甲
に
入
れ
た
い
と
考
え
る
。

広
域
市
町
村
圏
と

　
町
村
合
併
の
関
連

田
中
与
三
郎
氏
　
国
の
広
域
市

町
村
圏
構
想
は
、
市
町
村
合
併
に
ま
で

至
る
コ
ー
ス
を
見
と
お
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
町
議
選
に
あ
た
り
、
相

当
多
数
町
民
の
声
と
し
て
、
広
域
行
政

の
必
要
と
、
一
歩
進
ん
で
町
村
合
併
の

問
題
に
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
い

う
乙
と
が
要
望
さ
れ
、
任
期
中
四
か
年

が
そ
の
時
期
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る
。

　
乙
れ
に
対
し
、
町
長
は
、
．
広
域
行
政

は
あ
く
ま
で
そ
の
範
囲
内
で
収
め
れ
ぱ

よ
い
と
考
え
る
か
、
一
歩
進
ん
で
合
併

に
ま
で
拡
大
す
べ
き
か
、
合
併
の
話
し

か
け
が
あ
っ
た
場
合
の
考
え
、
ま
た
は

自
身
か
ら
合
併
を
話
し
か
け
る
気
が
ま

え
が
あ
る
か
ど
う
か
。

根
津
町
長
　
広
域
市
町
村
圏

の
趣
旨
が
り
っ
ぱ
に
運
用
で
き
れ
ぱ
、

住
民
は
、
自
市
町
村
単
位
の
キ
メ
細
か

な
行
政
と
な
ら
ん
で
、
時
代
と
と
も
に

増
大
す
る
広
域
生
活
圏
の
甲
の
明
る
く

豊
か
な
生
活
を
確
保
で
き
る
。
近
隣
と

の
合
併
気
運
が
盛
り
あ
が
っ
て
い
る
と

い
う
お
話
し
も
、
地
域
構
造
や
経
済
成

長
の
し
か
ら
し
む
る
点
で
あ
る
と
考
え

る
。
こ
の
よ
う
な
大
問
題
は
、
自
治
体

間
で
も
正
式
な
話
し
合
い
の
前
に
数
回

か
の
談
合
が
あ
る
の
が
常
道
で
、
い
き

な
り
、
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
と
い
う
よ
う

な
対
応
策
は
考
え
な
く
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
。

　
こ
う
い
う
段
階
に
お
い
て
は
、
単
独

で
も
合
併
に
対
す
る
研
究
会
的
な
も
の

を
作
っ
て
、
研
究
を
す
る
必
要
が
生
じ

て
き
た
と
痛
感
し
て
い
る
。

田
中
与
三
郎
氏
　
四
十
年
に
す

で
に
出
県
し
て
水
を
向
け
ら
れ
て
い
る

そ
の
時
点
か
ら
は
双
方
と
も
研
究
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
十
日
町
市
議
会

で
は
時
々
当
町
と
の
合
併
が
質
疑
答
弁

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
放
っ
て

お
く
べ
き
問
題
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、

話
し
か
け
の
問
題
を
み
な
さ
ん
に
相
談

す
る
ぞ
、
と
い
う
く
ら
い
の
は
っ
き
り

し
た
線
は
打
ち
出
し
て
ほ
し
い
が
。

根
津
町
長
　
話
し
が
く
る
に

し
て
も
、
そ
の
間
の
交
渉
が
幾
多
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
そ
の
よ
う
な

段
階
で
、
あ
る
程
度
状
況
を
察
知
で
き

る
の
で
、
研
究
会
的
な
も
の
を
作
っ
て

研
究
す
る
必
要
が
あ
り
、
町
と
し
て
の

ゆ
き
方
に
つ
い
て
、
相
談
を
し
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
に

考
え
て
い
る
。

〈
学
校
統
合
）

　
国
・
県
道
の
整
備

水
品
正
一
郎
氏
　
甲
学
校
の
統

合
問
題
に
つ
い
て
、
橘
、
仙
田
お
よ
ぴ
臼

白
倉
で
懇
談
を
重
ね
た
結
果
、
三
地
区

と
も
基
本
的
に
は
賛
成
し
て
い
る
け
れ

ど
も
、
や
は
り
乙
ぞ
っ
て
通
学
の
不
便

を
と
り
あ
げ
、
道
路
整
備
を
統
合
の
条

件
に
し
て
い
る
。

　
そ
乙
で
、
現
在
の
道
路
整
備
の
進
み

ぐ
あ
い
で
は
胃
教
委
案
ど
お
り
の
統
合

は
困
難
と
思
わ
れ
る
状
況
か
ら
、
国
道

の
上
野
・
中
仙
田
間
、
・
県
道
の
上
野
・

原
田
間
、
野
ロ
・
白
倉
間
は
い
つ
ご
ろ

ま
で
に
整
備
が
終
る
の
か
。
町
長
と
し

て
は
、
道
路
整
備
が
終
る
ま
で
統
合
を

見
合
わ
せ
る
の
か
。
ま
た
は
、
無
理
を

し
て
も
計
画
ど
お
り
統
合
を
進
め
ら
れ

る
の
か
。

　
根
津
町
長
，
道
路
整
備
は
四

十
五
、
六
年
の
二
か
年
で
小
千
谷
、
千

手
、
．
十
日
町
線
の
舗
装
を
完
了
す
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
国
道

は
、
明
年
中
に
着
手
す
る
な
ら
四
十
八

年
こ
ろ
に
は
相
当
工
事
が
進
む
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
バ
ス
が
通
っ
て
い
る
所
は
、
統
合
が

絶
対
不
可
能
と
い
う
状
況
で
は
な
い
と

思
う
が
、
橘
の
場
合
で
も
、
通
学
距
離

が
六
キ
ロ
を
越
え
る
地
区
が
あ
り
、
こ

ぞ
っ
て
反
対
だ
と
い
う
の
を
押
し
切
っ

て
統
合
す
る
の
も
好
ま
し
い
乙
と
で
は

・
な
い
。
関
係
者
の
意
見
を
求
め
て
、
そ

れ
に
よ
っ
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
教
委
か
ら
の
報
告
を
よ
く
検

討
し
、
議
会
と
教
委
の
合
同
会
議
に
は

か
っ
て
態
度
を
決
定
し
て
ゆ
き
た
い
。

千
手
ず
い
道

前
後
の
県
道
舗
装

村
山
義
雄
氏
　
町
で
最
も
交
通

繁
多
な
小
千
谷
、
千
手
、
十
日
町
線
の

浅
河
原
・
稲
葉
間
が
非
常
に
悪
い
状
況

で
、
町
民
も
困
っ
て
い
る
。
町
の
区
域

で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
間
の
舗
装

が
早
期
に
実
現
す
る
よ
う
努
力
し
て
ほ

し
い
と
考
え
、
ご
意
向
を
う
か
が
う
。

根
津
町
長
　
あ
の
区
間
は
、

い
わ
ゆ
る
町
の
玄
関
口
と
し
て
、
車
の

交
通
も
一
日
三
千
を
突
破
す
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
舗
装
に
つ
い
て
は
、
来
年

ぜ
ひ
実
現
す
る
よ
う
努
力
す
る
し
、
ト

ン
ネ
ル
も
、
県
で
は
で
き
る
だ
け
早
く

改
修
す
る
よ
う
計
画
甲
で
あ
る
。

　
と
に
か
く
、
へ
き
地
後
進
地
域
は
道

路
整
備
に
よ
っ
て
か
な
り
の
部
分
の
問

題
が
解
決
す
る
。
他
町
村
に
比
べ
て
相

当
ひ
け
を
と
っ
て
い
た
整
備
量
も
、
各

方
面
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
差
を
縮
め
た

だ
け
で
な
く
、
こ
と
し
あ
た
り
は
む
し

ろ
上
回
っ
て
き
た
よ
う
だ
。

　
直
接
、
県
に
お
願
い
し
た
り
、
十
日

町
市
に
も
働
き
か
け
て
き
た
が
、
ふ
た

つ
の
市
町
の
利
害
が
か
か
っ
て
く
る
の

で
、
村
山
市
長
を
会
長
に
、
わ
た
く
し

が
副
会
長
の
「
主
要
地
方
道
小
千
谷
、

千
手
、
十
日
町
線
改
修
期
成
同
盟
会
一

を
作
っ
て
い
る
。
乙
と
し
も
、
乙
の
同

盟
会
で
県
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
ト

ン
ネ
ル
工
事
は
計
画
中
で
ま
だ
研
究
の

余
地
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
の
前
後
の

道
路
舗
装
に
つ
い
て
は
、
四
十
五
年
甲

に
実
施
と
い
う
、
県
の
予
定
を
確
認
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

茎藝
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き　

わ
た
し
の

議
会
傍
聴
記
①

　
　
　
元
町
押
木
タ
ケ
ノ

　
九
月
定
例
会
を
午
前
中
だ
け
で
し
た

が
傍
聴
い
た
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
経

験
で
し
た
が
、
乙
ん
ご
町
を
建
設
し
て

い
く
う
え
で
、
町
長
さ
ん
や
新
し
い
議

会
の
み
な
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
お
考
え

で
い
る
か
、
関
心
と
同
時
に
期
待
を
も

っ
て
席
に
着
き
ま
し
た
。

　
以
下
、
一
般
質
問
を
拝
聴
し
た
感
想

を
述
べ
て
わ
た
し
の
傍
聴
記
に
い
た
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
ぞ
か
し
緊
張
し
た
ふ
ん
い
気
だ
ろ

う
と
は
予
想
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
整
然
と
落
ち
着
い
た
中
に
も
、
終

始
、
な
に
か
暖
か
い
も
の
を
感
じ
さ
せ

る
よ
う
な
一
問
一
答
が
つ
づ
き
、
頼
も

し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
．

　
道
路
行
政
に
つ
い
て
は
、
叉
化
の
象

徴
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
整
備

を
進
め
る
の
が
郷
土
建
設
の
第
一
歩
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
．
、
道
路
の
整
備
、

無
雪
化
が
で
き
て
こ
そ
雪
国
の
よ
さ
が

認
め
ら
れ
、
若
い
人
が
永
住
し
て
町
発

展
の
原
動
力
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
特

に
期
待
を
い
た
し
ま
す
。

　
基
盤
整
備
は
、
農
村
の
運
命
が
か
か

っ
て
い
る
大
事
業
で
す
か
ら
、
一
年
で

も
、
一
日
で
も
早
く
完
成
す
る
よ
う
に

ご
努
力
ね
が
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
合
併
の
問
題
は
む
つ
か
し
く
て
、
わ

た
し
に
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

　
二
議
員
か
ら
質
問
の
あ
っ
た
学
校
統

合
の
問
題
は
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を

考
え
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
問
題
は
あ
る
で

し
ょ
う
が
早
く
統
合
し
て
、
施
設
の
よ

い
と
こ
ろ
で
大
ぜ
い
の
生
徒
が
い
っ
し

ょ
に
学
ぶ
こ
と
乙
そ
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
を
築
く
基
礎
と
し
て
た
い
せ
つ
で
す

か
ら
、
ど
う
か
勇
気
を
も
っ
て
推
進
し

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
観
光
事
業
に
つ
い
て
、
け
っ
乙
う
な

乙
と
づ
く
め
で
楽
し
く
拝
聴
い
た
し
ま

し
た
。
た
だ
、
交
通
不
便
な
土
地
だ
け

に
、
客
の
誘
置
さ
え
う
ま
く
ゆ
く
な
ら

と
い
う
、
気
が
か
り
な
点
も
い
く
つ
か

あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
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「
I
i
l
－
1
－
1
ー
ー
『
ー
1
ー
ー
l
i
－
1
－
1
ー
ー
ー
ー
I
l
I
，
聖
ー
ー
1
1
1
ー
ー
ー
，
‘
l
l
ー
ー
ー
ー
1
ー
ー
，
ー
I
I
，
魯
l
l
ー
ー
ー
」

一
　
　
　
干
手
の
本
通
り
…
：
・
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

㎜
　
　
　
　
本
年
中
に
片
側
駐
車
禁
止
に
な
り
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
県
道
小
千
谷
、
千
手
、
十
日
町
線
の
う
ち
、
貝
喰
橋
か
ら
川
西
中
ま
で
の
一

㎝
約
千
八
百
メ
ー
ト
ル
が
、
県
公
安
委
員
会
の
指
定
に
よ
っ
て
、
本
年
中
に
片
㎜

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
側
駐
車
禁
止
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

。。

　
奇
数
日
と
偶
数
日
に
よ
っ
て
、
西
側
と
東
側
が
交
互
に
駐
車
禁
止
に
な
る
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
も
の
で
す
。
道
路
の
正
し
い
使
用
に
ご
協
力
ね
が
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
㎜

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
川
西
町
交
通
対
策
協
議
会
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

「
ー
ー
ー
ー
奮
ー
1
ー
ー
ー
ー
書
1
－
i
－
i
－
1
－
l
i
l
I
I
蓼
1
｝
ー
ー
1
霊
ー
ー
9
ー
『
O
l
ー
ー
監
1
9
書
書
ー
1
襲
ー
I
l
ー
魯
ー
し

町
道
の
占
用
も
許
可
制
に

　
　
　
　
　
　
　
　
三
年
ご
と
に
手
続
き
を

　
道
路
法
に
よ
る
と
、
国
・
県
道
は
む

ろ
ん
の
こ
と
、
　
「
町
道
」
の
占
用
を
す

る
場
合
も
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
道
路
に
ペ
イ
プ
を
埋
設

す
る
と
か
、
雪
だ
な
を
か
け
る
と
か
、

露
店
を
出
す
場
合
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た

り
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
は
国
道
と
県
道
の
場
合
だ

け
、
県
知
事
の
占
用
許
可
を
受
け
て
使

用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が

こ
ん
ど
、
町
道
に
も
適
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
日
増
し
に
激
し
く
な
る
交
通
量
と
車

両
の
大
型
化
、
そ
し
て
除
雪
を
実
施
す

る
た
め
、
道
路
下
に
埋
設
し
て
あ
る
横

断
樋
管
（
ヒ
ュ
ー
ム
管
、
土
管
類
）
に

損
傷
を
与
え
る
乙
と
が
多
く
、
そ
の
つ

ど
、
補
償
や
復
旧
に
日
時
と
経
費
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。

　
乙
れ
ら
を
な
く
す
た
め
に
は
、
個
人

用
施
設
、
共
同
施
設
と
も
許
可
制
に
す

る
乙
と
に
よ
っ
て
そ
の
実
態
を
つ
か
み

注
意
や
対
策
の
で
き
る
も
の
は
事
前
に

検
討
を
加
え
る
資
料
に
し
た
い
の
で
、

こ
ん
ご
、
　
「
町
道
に
管
類
、
パ
イ
プ
等

を
布
設
す
る
場
合
」
に
は
「
道
路
占
用

許
可
」
を
受
け
て
か
ら
、
工
事
に
と
り

か
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
許
可
申
請
用
紙
は
嘱
託
員
の
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
か
ら
、
嘱
託
員
と
相
談
し

て
町
長
あ
て
に
提
出
し
、
許
可
を
受
け

る
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
身
近
な
例
と
し
て
飲
料
水
、
八
イ
プ
や

か
ん
が
い
用
水
・
排
水
・
下
水
等
の
管

と
か
工
作
物
な
ど
が
あ
り
、
道
路
地
下

を
横
断
さ
せ
た
り
、
道
路
添
い
に
埋
設

し
た
り
す
る
も
の
が
該
当
し
、
三
か
年

ご
と
に
手
続
き
を
更
新
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
〔
土
木
課
〕

心
配
ご
と
相
談
所

を
開
設

　
　
　
相
談
員
に

　
　
　
　
藤
本
せ
ん
せ
い

　
「
住
民
の
日
常
生
活
上
の
あ
ら
ゆ
る

相
談
に
応
じ
、
適
切
な
助
言
、
援
助
を

行
な
い
、
そ
の
福
祉
を
は
か
る
。
」
乙

と
を
目
的
に
、
心
配
ご
と
相
談
所
が
開

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
仕
事
を
担
当
す
る
相
談
員
と
し

て
、
伊
友
の
藤
本
秀
雄
さ
ん
に
お
願
い

し
、
ご
承
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
心
配
ご
と
相
談
所
は
、
み
な
さ
ん
に

困
っ
た
こ
と
、
悩
み
ご
と
が
で
き
た
場

合
の
相
談
相
手
と
な
り
ま
す
。

　
○
経
済
的
に
困
っ
て
い
る

O
家
庭
内
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る

O
子
ど
も
の
こ
と
で
迷
っ
て
い
る

O
各
種
の
施
設
に
は
い
り
た
い
が
ど

　
　
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

　
こ
の
よ
う
な
と
き
に
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
個
人
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

相
談
に
は
定
例
相
談
日
が
あ
り
、
原

則
と
し
て
、
水
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら

と
い
う
こ
と
で
、
場
所
は
公
民
舘
や
出

張
所
に
な
り
ま
す
。

　
相
談
日
は
、
そ
の
つ
ど
回
覧
等
で
徹

底
し
て
ゆ
く
考
え
で
す
が
、
さ
し
あ
た

っ
て
十
月
の
十
日
以
後
の
予
定
は
次
の

と
お
り
で
す
。

＊ ＊　＊＊

二二十十
十十六五
九二日日
日日

か
ら
十
一
時
ま
で
、
あ
と
は
、

い
ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら
三
時

ま
で
。

役
場

赤
岩
小
学
校

橘
出
張
所

農
業
セ
ン
タ
ー

十
五
日
の
役
場
の
み
午
前
九
時

f
町
の
事
業
f

入
札
の
も
よ
う

①
は
施
工
か
所
②
は
請
負
業
者

③
は
請
負
金
額

◎
千
手
裏
町
線
改
修
　
①
上
新
井
　
へ
②

吉
楽
土
建
③
十
五
万
円

◎
下
平
線
側
溝
整
備
①
発
電
所
通
り

②
川
西
建
材
③
士
万
七
千
円

◎
上
野
三
領
線
舗
装
①
上
野
②
羽

鳥
建
設
③
七
十
八
万
五
千
円

◎
清
水
線
改
修
　
①
越
ケ
沢
　
②
舌
楽

土
建
③
＋
九
万
円

9
河
川
改
修
家
の
下
璃
①
甲
屋
敷

②
川
西
建
材
　
③
十
二
万
八
千
円

〃
愛
の
協
力
〃

　
　
　
封
筒
募
金
の

　
　
　
結
果

　
あ
や
ま
ち
を
お
か
し
た
人
の
更
生
に

暖
か
い
手
を
・
・
：
と
、
七
月
に
実
施

し
た
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
、

愛
の
協
力
封
筒
募
金
の
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

　
総
額
で
、
九
万
五
千
六
百
七
十
三
円

に
達
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
乙
れ
を
さ
っ
そ
く
中
魚
沼

地
区
保
護
司
会
に
納
人
い
た
し
ま
し
た

が
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
集

ま
っ
た
乙
の
お
金
は
、
保
護
司
会
の
活

動
資
金
に
な
っ
た
り
、
青
少
年
の
非
行

防
止
や
犯
罪
予
防
活
動
等
の
面
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
社
飲
課
〕

　
千
手
神
社
の
隣
、
グ
ラ
ン
ド
の

一
角
、
桜
の
木
と
並
ん
で
千
手
地

区
の
忠
魂
碑
が
り
っ
ぱ
に
再
建
さ

　
（
写
真
）
九
月
十
五
日
、
戦

没
者
の
遺
族
、
来
賓
な
ど
約
百
三

十
人
が
出
席
し
て
、
除
幕
式
と
慰

霊
祭
が
同
時
に
行
な
わ
れ
ま
し
た

　
も
と
も
と
こ
の
忠
魂
碑
、

第
二
次
大
戦
が
終
わ
る
ま
で

は
千
手
神
社
境
内
に
あ
っ
た

も
の
で
す
が
　
戦
後
、
占
領

政
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
解
体

さ
れ
て
し
ま

の
運
命
に
あ
り
ま
し
た
。

　
再
建
し
よ
う
と
い
う
計
画
が
具

体
化
し
た
の
は
昨
年
十
一
月
の
乙

と
、
発
起
人
は
地
区
の
遺
族
会
を

は
じ
め
、
英
霊
護
持
会
、
軍
恩
連

千
手
分
会
、
傷
い
軍
人
分
会
、
和

敬
会
の
か
た
が
た
。

F
乙
と
し
に
は
い
っ
て
、
四
月
一

千
手
地
区
の

　
　
　
忠
　
魂

　
そ
れ
を
、
遺
家
族
な
ど
関
係
者

　
　
ひ
そ
か
に
栄
行
寺
の
境
内
に

仮
設
し
て
、
毎
年
、
慰
霊
の
行
事

を
続
け
て
き
た
も
の
で
す
。

広報7忽

才

碑

日
、
正
式
に
再
建
整
備
委
員
会
が

発
足
し
、
募
金
運
動
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　
千
手
地
区
の
各
世
帯
か
ら
の
募

金
の
ほ
か
、
遺
族
な
ど
で
す
で
に

町
外
へ
転
出
し
て
い
る
か
た
が
た

か
ら
も
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の

合
計
は
約
二
百
万
円
。

　
あ
れ
乙
れ
合
わ
せ
て
、
総
工
費

二
百
五
十
万
円
で
、
ご
覧
の
よ
う

に
装
い
も
新
た
に
再
建
さ
れ
た
と

い
う
経
過
で
す
。

　
こ
の
忠
魂
碑
の
再
建
を
祝
っ
て

上
町
の
丸
山
ヨ
シ
さ
ん
が
よ
ん
だ

　
　
歌
を
一
首
ご
紹
介
し
て
み
ま

　
　
す
。

　
　
「
石
面
に
濃
く
き
ざ
ま
れ
し

　
　
戦
死
者
の
名
を
た
し
か
め
つ

　
　
い
と
去
り
が
た
き
一

　
遺
族
の
み
な
さ
ん
の
感
慨
で
し

ょ
う
力

　
甲
央
の
碑
の
両
側
面
に
は
、
日

清
日
露
以
後
、
合
わ
せ
て
百
四
十

六
人
に
の
ぼ
る
戦
没
軍
人
、
軍
属

諸
霊
の
名
を
き
ざ
ん
だ
墓
碑
銘
が

お
カ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
（
Z
）
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1
暮
ら
し
と
税
金
1

家
屋
を
新
築
し
た
場
合

　
〃
家
を
建
て
る
と
税
金
は
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
〃
と
い
う
質
問
を
よ

く
受
け
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
　
一
般
的
な
お
答
え
と
し
て

①
県
税
で
は
、
一
回
限
り
の
不
動
産

　
取
得
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

へ
②
町
税
の
固
定
資
産
税
額
で
は
、
新

　
し
い
建
物
が
対
象
に
な
り
ま
す
か
ら

　
い
ま
ま
で
よ
り
あ
る
程
度
、
高
額
な

　
負
担
と
な
る
の
が
通
常
で
す
。

と
い
う
ご
返
事
に
な
る
の
で
す
が
、
こ

れ
を
も
う
す
こ
し
詳
し
く
説
明
し
て
ゆ

き
ま
す
と
、
ま
ず
、
不
動
産
取
得
税
に

つ
い
て
は
、
建
築
し
た
建
物
の
種
類
や

使
用
目
的
に
よ
っ
て
、
税
の
対
象
と
し

て
の
取
扱
い
方
に
差
違
が
生
じ
て
き
ま

す
通

税
額
の
算
定
は

　
普
通
の
住
宅
を
建
築
し
た
と
き
は
、

特
例
に
よ
り
、
価
格
か
ら
百
五
＋
万
円

を
控
除
し
た
残
り
の
額
を
課
税
標
準
額

と
し
．
て
税
率
を
適
用
し
ま
す
。
乙
の
場

合
、
価
格
よ
り
控
除
の
方
が
多
け
れ
ば

当
然
、
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
で
は
、
税
額
を
算
定
す
る
場
合
に
、

基
本
と
な
る
価
格
や
課
税
標
準
額
は
ど

う
や
っ
て
計
算
す
る
の
か
、
あ
る
い
は

い
く
ら
く
ら
い
に
見
積
る
の
か
。
と
い

う
疑
問
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
ま
し
ょ
う

　
乙
れ
に
つ
い
て
、
は
、
評
定
か
ら
価
格

算
出
ま
で
の
経
緯
を
説
明
す
る
の
は
む

ず
か
し
い
の
で
、
実
際
の
建
築
費
と
の

比
較
か
ら
、
お
お
よ
そ
の
価
格
等
の
位

置
づ
け
や
割
合
で
ゆ
く
と
、
大
体
、
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

固
定
資
産
税

　
乙
の
課
税
標
準
額
は
、
建
築
費
の
ほ

ぼ
三
〇
～
四
〇
％
く
ら
い
に
決
定
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
決
定
し
た
課
税
標
準
額
に
、
一
、
八
’
％

の
税
率
を
適
用
し
て
税
額
を
算
定
し
ま

す
が
、
　
一
般
的
に
は
、
い
ま
ま
で
の
古

い
家
屋
の
税
金
と
比
較
し
て
、
数
倍
の

税
額
に
な
る
の
が
大
半
で
す
。

不
動
産
取
得
税

　
こ
の
価
格
は
、
固
定
資
産
税
の
課
税

標
準
額
と
比
べ
て
、
約
三
〇
％
σ
程
度
高

（
税
務
課
の
家
屋
調
査
）

そ
れ
ら
を
適
用
し
た
う
え
で
課
税
標
準

額
を
見
い
だ
し
、
三
’
％
の
税
率
を
か
け

て
税
額
を
算
出
す
る
わ
け
で
す
。

　
家
屋
の
建
築
が
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る

昨
今
な
の
で
、
そ
の
際
の
税
金
が
ど
う

な
る
の
か
に
つ
い
て
、
ほ
ん
の
ア
ウ
ト

ラ
イ
ン
を
お
知
ら
せ
し
て
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
限
ら
ず
、
税
の
問
題
に
つ
い

て
、
疑
問
な
点
は
遠
慮
な
く
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
く

だ
ざ
い
。
　
　
　
　
　
〔
税
務
課
〕

水
害
関
係
の

　
　
　
見
舞
金
等

　
こ
の
ほ
ど
、
八
月
水
害
に
対
す
る
見

舞
金
と
し
て
、
㈱
日
本
鉱
業
か
ら
町
に

五
千
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
時
、
松
代
町
で
起
き
た
水

難
事
故
捜
査
ド
、
、
当
町
消
防
団
が
協
力

し
た
謝
礼
と
し
て
、
先
方
か
ら
や
は
り

五
千
円
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

民
俗
資
料

寄
贈
者
と
入
手
品

　
　
　
　
　
　
　
　
【
9
月
分
】

＊
寄
贈
者
（
敬
称
略
）

　
須
藤
喜
作
（
仁
田
）
　
山
ロ
タ
ツ
（

同
）
、
半
藤
伊
三
郎
（
学
校
町
）
　
富

井
ト
キ
イ
（
上
野
）
　
佐
藤
常
一
郎
（

霧
谷
）
　
高
橋
清
治
（
伊
友
）
　
羽
鳥

友
市
（
甲
央
町
）
　
滋
野
定
良
（
野
口

）
　
斎
木
利
栄
（
小
脇
）
　
宮
　
昭
一

（
山
野
田
）
　
高
橋
ユ
キ
（
田
甲
）

小
林
与
作
（
甲
仙
田
）
　
計
＋
二
名

＊
お
も
な
入
手
品

　
牛
の
シ
ト
、
馬
の
ク
ラ
、
ざ
ぐ
り
、

う
す
、
や
り
木
、
い
ざ
り
ば
た
、
糸
車

箱
ま
く
ら
、
あ
ん
ど
ん
、
か
わ
ら
け
、

石
ざ
ら
、
木
石
、
小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん

き
ゃ
は
ん
、
マ
ッ
チ
ペ
ー
パ
、
蓄
昔
器

大
震
災
地
図
、
見
習
士
官
の
靴
な
ど
。

澤
ロ
　
シ
ン

佐
藤
ッ
ヨ

小
山
政
之
重

江田汀：柄イ呆
口中口澤坂

盛フ武謙卜
治サ吉作ク

く
決
定
す
る
の
が
普
通
の
状
態
で
実
際

の
建
築
費
と
の
比
較
で
は
、
五
〇
～

七
9
％
程
度
に
な
る
よ
う
で
す
。

　
こ
う
し
て
、
前
記
の
特
例
に
よ
る
控

除
も
し
く
は
免
税
点
制
度
も
あ
る
の
で

下
平
新
田

室
島

木
落

大
白
倉

沖
立

小
白
倉

小
白
倉

小
白
倉

八七七七七六六六
六八六六四九八四

縢懸榔

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
◎
新
郎
茂
野
富
雄
藤
澤

◎
新
婦
　
浦
山
か
を
る
　
福
　
島
か
ら

▽
町
の
人
事

▼
　
退
職
／
九
月
三
＋
日
付

大
房

ノ」・

川

瀟
秘
劃
ヨ
劉
、
、
、
畷
畷
酬
製
翻
眉
嶽
、
舗
蝋
姻
蝋
翻
翻
澱

　
　
聞
く
旬
間
こ
れ
も
、
み
な
さ
ん
の
生
の
享
望
ん
で
い
ま
す
。
古
町
税
務
署

　
　
　
　
几
4
～
塩

　
　
十
日
町
税
務
署
で
は
、
十
一
月
一

　
日
か
ら
十
日
ま
で
を
「
納
税
者
の
声

　
を
聞
く
旬
間
」
と
し
て
、
署
内
見
学

　
税
務
相
談
、
署
長
の
納
税
者
訪
問
等

　
の
諸
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
乙
の
旬
間
行
事
は
、
全
国
的
に
行

　
な
わ
れ
る
も
の
で
、
近
づ
き
や
す
い

　
税
務
署
の
イ
メ
ー
ジ
・
ア
ッ
プ
が
目

　
的
で
す
。
ど
う
か
、
乙
の
機
会
に
税

　
に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
意
見
や
要
望

　
等
を
た
く
さ
ん
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、
署
の
玄
関
先
に
は
、
納
税

　　　　　　　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　＄　　　　　　　　　　》　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　＄　　　　　　　　＄　　　　　　　羅　　　　　　繋　　　　嚢　＄

臨
，
，

灘
…

、
繍
灘
羅
簸

鮒

懸

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
タ
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
タ
～

う
ぷ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

恵豪諜潭昇馨醤蛋雀需蓬幕胃
　　　千天川　　　富　奈
些サ信代　1和　博　美靖津
平ク枝子耐美保美隆男子子一
　　　　　し
　　　　　め清門紀新猛日幸守
平四沖沖い一平義一　出一平
見紫立立福長五長長長杢二長
　　　　　を女男女男男女女男
五五＿＿祈赤上コくノ」、高新高鶴
七六九五る　　　根
　　　　　　谷野落岸倉町倉吉

一
保

（
橘
診
療
所
長
）

京
子

（
健
康
管
理
室
医
務
係
）

難
風
選

　
　
　
発
電
所
通
り
　
小
川
　
越
人

葉
の
か
げ
に
忘
れ
肥
0
し
秋
茄
子

三
岳
の
す
ぐ
そ
乙
に
見
ゆ
灰
日
和

　
　
　
元
　
町
　
　
　
金
子
　
鉄
舟

稲
負
う
て
反
動
つ
け
て
立
ち
に
け
り

　
　
　
寺
尾
　
　
白
井
す
み
い

水
引
の
裾
に
咲
き
を
る
竹
の
春

　
　
　
松
風
園
　
　
　
南
雲
　
又
峯

コ
ス
モ
ス
の
皆
う
つ
む
き
て
雨
に
濡
れ

　
国
立
新
潟
療
養
所
　
片
桐
　
香
坊

天
高
し
療
舎
の
ア
ン
テ
ナ
光
り
立
つ

ー
短
歌
i

　
　
　
原
田
　
　
根
津
と
さ
子

絶
え
間
な
く
精
米
機
よ
り
流
れ
出
つ
白

く
温
ゆ
き
米
の
か
お
り
よ



道路整備
　　区　　分　　　、事業量　　』裏業費．i
、葭良・．改修：補修16路線2ろ6Z駕　珊
．鍾、 装5路墾至zo吊i

聾9－i麺　97配…1・8911

　〔用排水〕中仙田

◇関係業者
　吉楽土建，川西建紘丸山工務所，魚沼重機，太田開発

教育施設設備
測．

　
ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　ドヨ

圧手恋屋外運動場拡張

向上屋上醸一’

　　区　　分 　事　業　量

1
．
！
き
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円万551つー
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「
薩礪

　
踏
鮎

　
蘇

　
薦硬

　
　
　
ロ
　
ホ
　

ヌ
セ

　
．
設

　
建

　
レ

上
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屋
プ

　
中

上
￥

　
『
I
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◇関係業者
　北陸防水，日機装電工，川西建材1川西電気，吉楽土

建，藤巻寛治，孫六商店，野沢三郎

観光施設
磨i蔽施嚢，式葬

匿賞．場所鐘Ω虻、

日
一
里 i事業費

　　　　　き火たき場4か1
　　　　　…

　　　　ロ　　　　て　　　　ヒ遊園地1公衆便所1棟，給水施設一式1
　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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12ろ万円

，
ヨ

◇施工場所
　〔野営場〕　上野節黒城

　〔遊園地〕　伊友月見が原

◇関係業者　川西建材

災害復旧

◇施工場所　東善寺寿よび上町
◇関係業者　十日町水道工業

河川整備

業
三

　
　
〇

事
暫
斬
菰

　
カ
カ
．
力
肉

　
5
㎜
4
5
｝

　
路

分区
．し

障
し
L

ヱ異：．

75耽
4か所、（う．ちつり橋1）

55．a
．路i－8．訟所、

分
　
　
　
　
　
　
㎝

区

、豊業費

ろ20配
　　・一博

1．058万円

コ、か．所

、業r．、．量、　．［』裏業し豊」

改．、修　．．～』河川　57配

◇施工場所
　上新井（小沢川），中屋敷（家の下川）

◇関係業者　　川西建材

農業生産基盤

費
…
加
　
離
聾

嚢
”
・
室
熱
）

　
…
　
　
5
　
　
　
　
，
　
線
大
線

藷
調
…
曜
煕
㈱
概

』
．
豆
霧
㎜
田
論
瀬
同
蒼

π
．
墾
劃
鎧
　
耕
洞
轍

分
｝
｝
｝
ほ
　
〕
〕
ぼ
）
〕
等

　
舗
新
更
成
ー
所
装
L
．
設
ぐ
線
設
成

茎
道
、
瞳
診
揚
灘
蜥
憲
灘

匡
疇
隈
麺
墜
貌
〔
篇
〔
臼

．、1．変所w

◇施工場所
　〔道路〕原田，大白倉，霜条，坪山，寺ケ崎

　〔橋〕寺ケ崎，小脇，野口，室島

　〔田〕小脇，（2か所），高倉

　〔水路〕小脇，高倉，中仙田，大倉1小根岸（2か所）

南原，赤谷

　〔頭首工〕中仙田

　〔保全〕大倉
◇関係業者
　丸山工務所羽鳥建設，吉楽土建，川西建材

◇その他
　以上のほか，年度内に室島と野口の道路復旧を予定。

消防施設自動車購入，水槽建設に455万円

福祉施設
蕪区『券“…““｝事『’W業』…二量’糟㎜一1・墾議li

だ

．星童遊園、．1整地菱よぴ遊具設置

◇施工場所
　伊友月見が原

◇関係業者
　川西建材寿よびサトミ商会



ひこうきジムなど遊具16基がそろった
月見が原児童遊園地（伊友）

整備の進むキヤンプ場（節黒城）

　　　　　　　　　灘酷集　　　　　　　　　　，．　　　　　　麟

　　　　　　が
　　　　　　鍵謹

　　　　　幟蝋醐灘．鶴饗

　　　　　灘翻灘聾翻轍・．．．

　欝

消雪施設を取り入れた下段小路線（東善寺）の舗装

舗装工事（三領線） 山手線の改良（高原田）

山手線の改良（元町） 下平新田中央線の改良



頭首工の復旧（中仙田） 千手小の屋上改装工事

水路の復旧（小根岸）

たんぼの復旧（小脇）

　　　　　　難難i
　　　　　　鞠銀

橘小・中プールびらきの

ひとこま

灘

　
　
　
肇

　
　
　
　

　
　
　
　
難

一般林道月沢線（赤谷）の一部
橋の復旧（寺ケ崎）

道路の復旧（大白倉） 工事の現場（原田の道路復旧）



昭和44年度
川　西　町 口

飾

トキ44・11・9 トコロ　千手小学校屋内運動場

｝

（

消　雪　パ　イ　プ

　冬の最大の課題はやはり無雪道路の確保で，そのため

毎年多額の経費が費やされてきた。しかもこの投資，雪

消えと同時に，金をかけたという実績は跡形もなぐ，む

しろ，道路やその附近を傷つけ痛めつけてしまうという

悲劇的な投資でさえある。

　無雪道路の確保には，限りのある予算とキカイカをい

かに有効に使うかがポイントとなるが，消雪パイプもそ

の布石のひとつ，ことし千手地区のもっとも難渋区間

500配に布設され，きたるべき冬に備えることになった。

（写真上）試験散水も上々に一四郎兼地内で一

（写真右）上町の水源用深井戸掘削現場

奎




